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 ３００冊近い作品数  

 和久峻三作品を私は２３０冊ほ

ど読んでいる。ミステリ分野の未読

が５０冊ほどあるので、総著作数は

３００冊くらいなのかなと思って

いる。未読作品は手に入りにくくな

りつつある。古書店の棚にあるのは

売れ筋だった本がほとんど。再刊の

予定もないだろうから、全作品踏破

は厳しいかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 「どの順番」・『代表作』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以前の『代表作』の号で取り上げ

たのは『仮面法廷』『雨月荘殺人事

件』『赤かぶ検事転勤す』『夢の浮橋

殺人事件』の４作。右の『ベスト表』

は少しだけ書き換えてみた。 

 今回は『赤かぶ検事』ものから『シ

ュリーマンの財宝』を、『猪狩文助』

ものから『時の剣』を選んでみた。

共に初期の頃の作品。和久峻三らし

さが存分に発揮されたものとして

評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和久俊三『ベスト表』(再掲) 
 日本の「法廷ミステリ」の第一人者とも言うべき和久峻三の『ベスト表』

を取り上げる。「赤かぶ検事」シリーズをはじめとするユニークな作品が

並ぶ。残された作品の数も多く、内容も多岐に渡っている。 

『時の剣』    １９８１年角川文庫。『告発弁護士・猪狩文助

シリーズ』の第四作に当たる。『野性時代』に『鮮血の刺』の題名で一

挙掲載されたもの。『時の剣』の題名のとおり、「時効」がテーマ。 

 時効間際の１４年前に奈良県で起きた人妻の殺人事件。冒頭から裁判

場面がスタートする。被告人は三十四歳の鈴木益夫。弁護人席に坐るの

は「法廷荒らし」の名前で知られる猪狩文助と司法修習生の夏目理恵子。

猪狩の描写はいかにもという感じのよぼよぼお爺さん。ゆうに八十歳を

越えて…、しわくちゃの背広に…すりきれたワイシャツ…。そして検事

が起訴状を朗読している時は居眠りをしている。(作品によってはもう

少し若く見えるように書いている場合もある) 事件の争点のひとつが

現場に残されていた血痕。これの示す意味は何か…。法廷論争をしっか

り組み立てられるのは、さすが和久峻三ならではの巧みさである。 
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《和久峻三作品のベスト表》 

１．仮面法廷 

２．法廷殺人の証人 

３．雨月荘殺人事件 

４．夢の浮橋殺人事件 

５．悪夢の女相続人 

６．危険な依頼人 

７．血の眠り 

８．赤かぶ検事辞任す 

９．飛騨高山春祭りの殺人 

１０．赤かぶ検事、辞表の行方 

１１．桜月夜の殺人 

１２．魔弾の射手 

１３．京都紅葉街道の殺人 

１４．京都大原花散里の殺人 

１５．OKINAWA 宮古島の悪魔祓い 

１６．疑わしきは罰せよ(短) 

１７．あじさい古都の寺殺人ライン 

１８．メルヘン街道殺人事件 

１９．赤かぶ検事転勤す(短) 

２０．京都東山「哲学の道」殺人事件 

２１．悪女の玉手箱 

２２．被告人、名無しの権兵衛(短) 

２３．京都時代祭り殺人事件 

２４．三つ首荘殺人事件 

２５．恥らうビーナス(短) 

２６．シュリーマンの財宝 

２７．迷走法廷 

２８．死体を跨いで進む女 

２９．マイナス１９６度の相続人(短) 

３０．首吊り判事 

３１．禁断の館殺人事件 

３２．京都洛北密室の血天井(短) 

３３．八月十五夜の殺人(短) 

３４．青森ねぶた火祭りの里殺人事件 

３５．大和路鬼の雪隠殺人事件 

３６．伊豆死刑台の吊り橋 

３７．信州湯の町殺しの哀歌(短) 

３８．時の剣 

３９. 盗まれた一族(短) 

４０．箱根古道殺しの宴 

４１．復讐の時間割(短) 

４２．黒ゆりは殺しのメッセージ(短) 

４３．朝霧高原殺人事件 

４４．祗園小唄殺人事件 

４５．新宿のキリスト(短) 

４６．冬の奥嵯峨殺人事件 

 

 

 

 

『シュリーマンの財宝』    １９７９年角川文庫。

『赤かぶ検事シリーズ』の第三作に当たり、初の長編作品となったもの。

元は『野性時代』に『プリアモスの財宝』の題名で一挙掲載された作品

で、当時の角川の『野性時代』は長編一編がまるまる納まるほどの巨大

雑誌だったことがわかる。赤かぶ検事の飛騨高山時代の事件。 

 高山のホテルの一室で京都の美術商・八島恭三が鈍器で撲殺された形

で発見された。岐阜地検高山支部の赤かぶ検事・柊茂に連絡が入り、官

舎で昼食をとっていたところを呼び出される。ホテルの部屋の見取り図

も載せてあって「本格もの」風の立ち上がり。調べていくと複雑な背景

が浮かび上がってくる。シュリーマンがトロイ遺跡から発掘したもの

で、戦後に行方不明になっていたプリアモスの財宝が関わっているらし

いことが判明。それで、通常はありえないようなことなのだが、赤かぶ

検事はドイツ・ハンブルグへ出張することに…。国際的な大事件に発展

していく。一方、赤かぶ検事の長女・葉子弁護士もドイツへ行くことに

なり…。スケールの大きなユーモアたっぷりの傑作。 


